
兵庫県高等学校体育連盟ハンドボール部規約

第１章 名称および事務局

第１条 本部は兵庫県高等学校体育連盟ハンドボール部と名称する。

第２条 本部の事務局は理事会の推挙により置くこととする。

第２章 目的および事業

第３条 本部は兵庫県高等学校における特別活動、教育活動として、ハンドボール競技を愛好し、そ

の競技を通じて体力、技能の向上とスポーツ精神の育成を行い、人格の形成を図ることを目

的とする。

第４条 本部は目的達成のため、次の事業を行なう。

１ ハンドボール競技の普及、指導を奨励する。

２ ハンドボール競技に関する大会の企画・運営。

３ ハンドボール競技に関する諸種の調査・研究。

４ 技術向上のための研究、研修などの企画・運営。

５ 指導者育成のための研修会の開催。

６ その他、本部の目的遂行に必要な事業。

第３章 組織

第５条 本部は兵庫県高等学校体育連盟に加盟した高等学校ハンドボール部をもって組織する。

第６条 本部に所属するものは、兵庫県ハンドボール協会に加盟することを原則とする。

第７条 本部の運営を円滑に行なうため、支部と理事会を設け、事務処理上、係り、分掌を置く。

第４章 役員

第８条 本部に次の役員を置く。

１ 専門部長 １名 ２ 専門委員長 １名 ３ 副専門委員長 若干名

４ 常任理事 若干名 ５ 理事 若干名 ６ 顧問 若干名

７ 参与 若干名 ８ 監査 若干名

第９条 役員の選出については、次のとおりとする。

１ 専門部長は連盟会長より委嘱されたものを推挙する。

２ 専門委員長は改選前年度の理事会の互選により原案を作成し、新年度の理事会で承認、連盟会

長が委嘱する。

３ 副専門委員長は改選前年度の理事会の互選により原案を作成し、新年度の理事会で承認、連盟

会長が委嘱する。

４ 理事は各地区の推挙に基づき選出する。

５ 監査は理事会の推挙により選出する。

６ 顧問、参与は専門部長が委嘱する。

第１０条 役員の任務は次のとおりとする。

１ 専門部長は本部を代表し、本部を統括する。

２ 専門委員長は専門部長を補佐し、理事会を統括する。

３ 副専門委員長は専門委員長を補佐し、専門委員長が事故あるときは、その任務を代行する。

４ 理事は本部の議案事項を審議し、その処理をする。

５ 監査は本部の会計を監査する。

６ 顧問は専門部長の喚問に応じる。

第１１条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠役員の任期は前任者の残任期間と

する。



第５章 支部

第１２条 本部に次の支部を置く。阪神・神戸・東播・丹有

第１３条 各支部は支部顧問会等を構成し、支部の運営を円滑に行なう。

第１４条 支部は支部長、支部委員長を選出すること。

第１５条 支部長は連盟会長より委嘱されたものを推挙し、支部を代表し、支部を統括する。

第１６条 支部委員長は地区の顧問総会の推挙に基づき選出し、支部長を補佐し支部の事務処理全般

を統括する。

第１７条 支部委員長および支部役員は、支部代表として、県の理事会に出席する。

第６章 委員会

第１８条 本部に次の専門会を置く。（別表１）

第１９条 常任理事会は、専門委員長、副専門委員長。総務部部長、競技部部長、審判長により構成

する。

常任理事会は、理事会に提出する事項について議定するとともに、本部の事業実施の基本

方針および理事会から委任された事項について審議、執行し専門部長が召集する。

第２０条 理事会は次の内容について、円滑に運営、事務処理を行なう。

１ 年間行事計画の企画および事務処理。

２ 大会運営について企画および事務処理。

３ 普及指導、強化対策、指導者養成等の企画。

４ 渉外、広報等に関すること。

第２１条 専門委員長は支部役員との重任は妨げることとする。

専門委員長の選出によって、その支部より支部役員を補充することを原則とする。ただし、

副専門委員長はこの限りでない。

第２２条 理事会の専門委員長は理事会を代表し、その会務を統括する。副専門委員長は専門委員長

を補佐し、専門委員長の事故あるときはその任務を代行する。

第７章 事務分掌

第２３条 本部に次の部門を置く。

総務、競技、審判、記録広報、強化普及、企画研究

第２４条 各部門には次の内容について分掌する。

１ 総務部 渉外および会計に関すること。

２ 競技部 大会の計画、運営に関すること。

３ 審判部 審判編成、審判員の派遣、審判員の育成に関すること。

４ 記録広報部 報道、広報、記録の編集・保存に関すること。

５ 強化普及部 競技の普及、選手の強化、指導者の育成に関すること。

６ 企画研究部 競技および各大会、諸行事の企画・研究に関すること。

第２５条 各部門の責任者は理事の互選で選出する。

第８章 顧問総会

第２６条 顧問総会は本部の議決機関であって、毎年１回（県総体・監督主将会議）を開催し、専門

部長が招集することができる。また、必要あるときは臨時総会を招集することができる。

第２７条 顧問総会は加盟校の過半数の出席によって成立する。

第２８条 総会の議事は出席する加盟校の議決をもって定め、可否同数のときは議長がこれを定める。



第９章 会議

第２９条 理事会は本部の運営に関して重要事項を審議し、これを専門部長が招集する。

第３０条 理事会は必要に応じて開催し、理事の過半数の出席によって成立する。ただし、同一の議

事について招集するときはその限りでない。

第３１条 理事会の議事は出席理事の過半数の議決をもって定め、可否同数のときは議長がこれを定

める。

第１０章 会計

第３２条 本部の経費は加盟校の負担金、補助金等をもってあて、会計年度は毎年４月１日始まり、

翌年の３月３１日に終わる。

第３３条 加盟校は兵庫県ハンドボール協会登録費を毎年５月末日までに納めることとする。

第１１章 旅費

第３４条 適用

１ 県代表として県外出張を専門部長が承認した場合。

２ 本部の代表として、県内役員会へ出席する場合。

３ 理事会において必要と認めた場合。

４ 大会運営上、人員として必要を認めた場合。

５ 理事会への出席をする場合。

第３５条 旅費の計算

１ 通常の経路および方法で、最も経済的な行程に従って計算する。

２ 旅費計算の起点は当該者の所属校とする。

３ 宿泊費は実費とし、領収書に支出する。

４ 出張日数は業務に必要な最低日数とする。

第３６条 補足

１ 本部以外から同一の出張目的により、旅費が支給される場合は、支給しないものとする。

２ 本部の財政上、支給が困難な場合、理事会の決定に従うものとする。

３ その他、会計の内規に準ずる。

第１２章 表彰

第３７条 適用

１ 当該年度の全国大会において３位以内の成績をあげた団体に授与する。

２ ３期以上、専門部長および専門委員長をつとめ、本部の普及、発展に寄与したものに授与する。

３ 理事会の推薦により、専門部長がこれを承認したものに授与する。

第３８条 方法

１ 表彰団体、および個人についてはその功績を讃え、専門部長より表彰状と記念品を贈呈する。

２ 表彰は、新人大会の閉会式において行なうことを原則とする。

３ 全国選抜大会については、次年度においてその成績を表彰するものとする。

第３９条 補足

１ 表彰の種類を敢闘賞（第３７条－１適用）、功労賞（第３７条－２適用）とする。

２ （第３７条－３適用）については、名称を別に理事会の決定に従う。



第１３章 附則

第４０条 本部の規約施行に必要な諸内規は理事会において定める。

第４１条 理事の数は下記のとおりとする。ただし、増減の必要なときは理事会の承認を獲て認めら

れる。

阪神 神戸 東播 丹有

理事 ５ ５ ４～５ １

第４２条 本部の目的または連盟の目的に違反する行為があったときは、理事会において審議する。

第４３条 本部規約の変更は理事の３分の２以上の同意を経て変更することができる。

第４４条 本規約は平成５年４月１０日より実施する。

平成９年４月２４日改定、平成２０年５月１２日改定。

（別表１）兵庫県高等学校体育連盟ハンドボール専門部 組織表

部 長

委員長

副委員長 副委員長

企画・研究 記録・広報 強化・普及 審 判 競 技 総 務

２名 ２名 ２名 ２名 ３名 ３名

審判長 競技部長 総務部長

副審判長 会 計

※常任理事 委員長 副委員長 審判長 競技部長 総務部長


